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総
会
に
は
水
産
関
係
団
体
、

水
産
庁
な
ど
が
出
席
。
関
係
団

体
か
ら
の
意
見
聴
取
で
は
、
全

漁
連
、
大
日
本
水
産
、
全
国
漁

港
漁
場
協
会
、
全
水
加
工
連
、

水
産
物
安
定
供
給
推
進
機
構
の

代
表
者
が
要
望
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

全
漁
連
の
坂
本
雅
信
会
長
は

「
将
来
に
わ
た
っ
て
水
産
食
料

安
全
保
障
の
使
命
を
果
た
し
て

い
く
た
め
、
予
算
確
保
を
お
願

い
し
た
い
」
と
語
り
、
①
食
料

安
全
保
障
に
資
す
る
新
た
な
資

源
管
理
等
の
推
進
支
援
②
海
洋

環
境
の
激
変
に
対
応
し
た
漁
業

者
・
漁
協
へ
の
取
り
組
み
支
援

③
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
た
漁

業
経
営
へ
の
機
動

的
な
影
響
緩
和
対

策
―
―
の
３
つ
を

要
望
し
た
。

就
任
し
た
ば
か

り
の
大
日
本
水
産

会
の
枝
元
真
徹
会

長
は
「
令
和
６
年

度
水
産
関
係
予
算

重
点
要
望
」
に
つ

い
て
、
漁
港
漁
場

協
会
の
�
吉
晋
吾
会
長
は
「
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
の
総
合
的
整

備
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
要
望

し
た
。

そ
の
後
、
海
業
振
興
専
門
部

会
が
中
間
と
り
ま
と
め
の
内
容

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
海
業
に

つ
い
て
は
多
く
の
議
員
か
ら
期

待
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
、
実
現

に
向
け
て
様
々
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

総
会
で
と
り
ま
と
め
た
「
水

産
政
策
の
推
進
に
か
か
る
決

議
」
に
つ
い
て
は
①
不
漁
及
び

物
価
高
騰
等
に
よ
る
漁
業
経
営

へ
の
機
動
的
な
影
響
緩
和
対
策

②
食
料
安
全
保
障
に
資
す
る
新

た
な
資
源
管
理
及
び
養
殖
業
の

推
進
③
ス
マ
ー
ト
・
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
る
漁
業
構
造

改
革
の
推
進
④
海
洋
環
境
の
激

変
に
対
応
し
た
漁
業
者
・
漁
協

・
漁
村
の
取
り
組
み
支
援
⑤
水

産
業
を
め
ぐ
る
現
下
の
厳
し
い

状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、
①
～

④
ま
で
の
対
策
を
具
体
化
す
る

た
め
、
当
初
・
補
正
予
算
を
含

め
て
前
年
度
を
超
え
る
水
産
関

係
予
算
を
引
き
続
き
確
保
す
る

こ
と
―
―
を
政
府
に
求
め
る
方

針
。

水
産
庁
は
「
海
業
（
う
み
ぎ

ょ
う
）
」
に
よ
る
漁
村
の
活
性

化
を
め
ぐ
り
、
漁
港
で
の
釣
り

利
用
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
確

保
、
釣
り
人
の
安
全
、
漁
港
の

釣
り
利
用
に
よ
る
所
得
・
雇
用

の
創
出
な
ど
に
関
す
る
考
え
方

を
示
し
た
「
漁
港
に
お
け
る
釣

り
利
用
・
調
整
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）」
を
１２
日
公
表
し
た
。

漁
港
で
は
、
岸
壁
を
利
用
す

る
釣
り
人
が
垂
ら
し
た
釣
り
糸

が
漁
船
に
巻
き
付
い
て
航
行
の

障
害
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ほ

か
に
も
立
ち
入
り
禁
止
区
域
へ

の
侵
入
、
ご
み
放
置
、
無
断
駐

車
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し

て
い
る
。

一
方
で
漁
港
で
の
釣
り
は
漁

村
地
域
へ
の
交
流
の
き
っ
か
け

で
も
あ
り
、
家
族
連
れ
の
来
訪

が
地
域
水
産
物
に
ふ
れ
あ
う
機

会
と
し
て
消
費
拡
大
に
寄
与
す

る
側
面
も
期
待
で
き
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）で
は
、

漁
港
を
釣
り
に
活
用
し
て
い
る

事
例
、
有
識
者
や
漁
港
管
理
者

の
意
見
を
踏
ま
え
、
漁
港
の
利

用
ル
ー
ル
、マ
ナ
ー
確
保
対
策
、

釣
り
人
の
安
全
確
保
対
策
、
漁

港
の
釣
り
利
用
に
よ
る
所
得
・

雇
用
の
創
出
方
策
に
つ
い
て
考

え
方
を
示
し
た
。
漁
業
活
動
と

の
調
和
を
図
り
な
が
ら「
海
業
」

を
推
進
す
る
こ
と
で
漁
村
に
お

け
る
賑
わ
い
や
所
得
向
上
、
雇

用
創
出
に
つ
な
げ
る
。

具
体
的
に
は
、
漁
港
に
訪
れ

た
釣
り
人
の
車
が
不
法
駐
車
や

漁
業
活
動
へ
の
支
障
と
な
ら
な

い
よ
う
、
漁
港
内
や
漁
港
周
辺

の
駐
車
場
を
含
め
て
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
を
図
る
。
ゴ
ミ
回
収
が

困
難
な
場
合
は
、
持
ち
帰
り
の

徹
底
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て

見
回
り
体
制
も
整
え
る
。
ゴ
ミ

放
置
の
常
習
者
に
は
釣
り
利
用

を
制
限
さ
せ
る
。

所
得
向
上
や
雇
用
機
会
の
創

出
に
向
け
て
は
、
釣
り
に
よ
る

漁
港
へ
の
来
訪
者
を
水
産
物
直

売
や
食
堂
、
地
域
で
の
宿
泊
に

誘
導
す
る
こ
と
も
提
案
し
て
い

る
。

自
民
党
水
産
政
策
推
進
議
員
協
議
会
（
鈴
木
俊
一
会
長
）
は
、
東
京
・
永

田
町
の
党
本
部
で
総
会
を
１５
日
開
催
し
、
全
漁
連
や
大
日
本
水
産
会
な
ど
水

産
関
係
団
体
か
ら
の
要
望
を
聞
い
た
上
で
、「
水
産
政
策
の
推
進
に
か
か
る
決

議
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
と
り
ま
と
め
た
。

いわなり・かずこ １９４９年４月生ま

れ。東京水産大学（現東京海洋大学）助

教授などを経て、２００９年１１月、東京一番

フーズに執行役員として入社。１５年１２

月取締役、１６年常務、１８年専務を歴任

し、２１年１２月から現職。

「
泳
ぎ
と
ら
ふ
ぐ
料
理
専
門

店

と
ら
ふ
ぐ
亭
」
な
ど
を
展

開

す

る

同

社

は
、
外
食
事
業

に

と

ど

ま

ら

ず
、
養
殖
・
加

工
・
流
通
・
販
売
を
一
気
通
貫

で
展
開
す
る
垂
直
統
合
型
水
産

企
業
と
し
て
、
水
産
物
の
６
次

産
業
化
を
実
践
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年
か
ら
長
崎
県
平

戸
市
で
ト
ラ
フ
グ
や
本
マ
グ
ロ

な
ど
の
養
殖
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
１７
年
に
は
日
本
食
文
化
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン「
Ｗ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
日
本
の
水
産

物
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持

続
可
能
性
）
や
日
本
食
の
魅
力

に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
。

「
Ｗ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
」
は
コ
ロ

ナ
禍
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
大
打

撃
を
受
け
た
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
し
た
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

売
上
げ
は
右
肩
上
が
り
に
回

復
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も

急
増
し
、
口
コ
ミ
評
価
も
４
つ

星
以
上
が
付
く
な
ど
、
今
で
は

人
気
店
と
な
っ
て
い
る
。

「
Ｗ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
」
で
は
月

１
回
、
長
崎
フ
ァ
ー
ム
で
育
て

た
「
極
海
（
き
わ
み
）
一
番
本

ま
ぐ
ろ
」
の
解
体
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
お
り
、
開
催
日
は
特

に
予
約
が
殺
到
す
る
。
イ
ベ
ン

ト
の
目
玉
は
�
ツ
ナ
・
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
�
。
持
続
可
能
な
養
殖

や
食
文
化
な
ど
つ
い
て
説
明
し

な
が
ら
、
本
マ
グ
ロ
の
様
々
な

部
位
を
余
す
所
な
く
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
形
式
で
提
供
し
て
い
る
。

「
マ
グ
ロ
の
胃
袋
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
た
と
こ

ろ
、非
常
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
」

と
驚
く
。

同
社
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
た
目
標
を
定

め
て
養
殖
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
こ

と
が
顧
客
満
足
に
つ
な
が
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
を
通
じ
て
生
産
者

の
思
い
や
産
地
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

重
要
」
と
語
る
。

ドローンの社会実装が加速

化し、産業におけるドローン

活用の事例が増加し続けてい

る。水産業界も例外ではなく、

養殖や密漁監視、環境美化、

資源調査など多彩な分野でド

ローンが活躍し始めている。

海外まき網漁業協会は通常

総会を都内で９日開催し、中

前会長は「国際競争や高額化

するＶＤ価格の支払いに対応

するためにも、高船齢、小型漁

船の代船建造の推進が必須課

題」と強調した。

宝
幸
（
東
京

都
品
川
区
、
小

澤
一
郎
社
長
）

は
２
０
２
３
年

度
秋
季
新
商
品

発
表

会

を

１３

日
、
東
京
・
永

田
町
の
ザ
・
キ

ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ

ル
東
急
で
開
い

た
。

小
澤
社
長
は
記
者
会
見
で

「
チ
ー
ズ
の
原
料
価
格
が
高
騰

し
、
缶
詰
は
主
力
原
料
の
サ
バ

で
か
つ
て
な
い
不
漁
が
続
く
な

ど
、
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
か
っ
た
が
、
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
事
業
の
健
闘
に
よ
り
前
３

月
期
は
増
収
増
益
で
着
地
で
き

た
。コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
、

今
後
は
様
々
な
市
場
環
境
の
変

化
が
見
込
ま
れ
る
が
、
す
べ
て

を
前
向
き
に
捉
え
、
お
客
様
に

よ
り
お
い
し
い
製
品
を
お
届
け

す
る
従
来
の
姿
勢
を
し
っ
か
り

貫
い
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

新
商
品
は
ロ
ル
フ
製
品
４
品

（
市
販
用
３
、
業
務
用
１
）
、

常
温
食
品
１０
品
（
市
販
用
７
、

業
務
用
３
）
、
冷
凍
食
品
１
品

（
業
務
用
）
の
計
１５
品
。
フ
リ

ー
ズ
ド
ラ
イ
は
な
し
。

青
森
県
八
戸
市
の
自
社
工
場

で
製
造
す
る
缶
詰
は
「
日
本
の

い
わ
し
水
煮

食
塩
不
使
用

昆
布
だ
し
使
用
」
は
健
康
志
向

に
応
え
、
食
塩
を
使
わ
ず
に
昆

布
だ
し
で
仕
上
げ
た
。
食
品
不

使
用
は
「
さ
ば
」
「
ツ
ナ
」
に

続
く
第
３
弾
。
さ
ば
缶
は
「
ひ

と
口
カ
ッ
ト
」
を
水
煮
・
味
噌

煮
・
味
付
け
で
３
品
揃
え
た
。

お
つ
ま
み
や
料
理
の
素
材
と
し

て
使
い
や
す
い
。

レ
ト
ル
ト
は
「
お
惣

菜
に
も
う
一
品
」

レ
ト
ル
ト
は
食
物
繊
維
が
豊

富
な
食
材
と
青
魚
を
組
み
合
わ

せ
た
「
お
惣
菜
に
も
う
一
品
」

シ
リ
ー
ズ
を
投
入
。
「
さ
ば
ご

ま
昆
布
」
「
い
わ
し
梅
じ
そ
昆

布
」
「
い
わ
し
味
噌
煮

た
け

の
こ
入
り
」
の
３
品
。

業
務
用
は
レ
ト
ル
ト
の
「
さ

ば
味
噌
煮

ひ
と
口
カ
ッ
ト
」

「
さ
ば
水
煮

ひ
と
口
カ
ッ
ト
」

「
と
り
さ
さ
み
水
煮
フ
レ
ー
ク
」

（
い
ず
れ
も
１
㎏
）
を
提
案
。

ロ
ル
フ
は
市
販
用
が
チ
ー
ズ

ス
プ
レ
ッ
ド
の
「
ハ
ー
ブ
＆
ガ

ー
リ
ッ
ク
風
味
」
「
ト
マ
ト
＆

バ
ジ
ル
風
味
」
と
、
ブ
ル
ー
チ

ー
ズ
入
り
の
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ

ュ
。
業
務
用
は
「
絞
れ
る
ナ
チ

ュ
ラ
ル
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
６
０

０
ｇ
」
。
冷
食
は
業
務
用
で
伸

び
る
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
「
モ
ッ

ツ
ァ
レ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ズ

フ
ラ
イ
」
を
新
た
に
加
え
た
。

日
本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル
ト

食
品
協
会
（
日
缶
協
、
浦
上
博

史
会
長
）
は
国
産
原
料
・
国
内

加
工
を
訴
求
す
る
「
国
内
で
水

揚
・
製
造
」マ
ー
ク
を
作
成
し
、

７
月
３
日
か
ら
運
用
を
開
始
す

る
。国

内
で
水
揚
げ
さ
れ
た
サ
バ

・
サ
ン
マ
・
イ
ワ
シ
の
青
物
原

料
を
使
用
し
、
国
内
で
製
造
し

て
い
る
製
品
を
市
場
に
広
く
普

及
・
啓
発
し
て
い
く
た
め
の
新

た
な
取
り
組
み
。
「
安
全
で
お

い
し
い
国
産
製
品
を
消
費
者
に

安
心
し
て
選
ん
で
も
ら
い
た

い
」
（
日
缶
協
）
と
の
趣
旨
で

企
画
し
た
。

缶
詰
、
び
ん

詰
、
レ
ト
ル
ト

食
品
で
は
国
内

で
水
揚
げ
さ
れ

た
青
物
原
料
を

使
用
し
、
国
内

工
場
で
生
産
さ

れ
た
製
品
は
、

輸
入
製
品
と
の
差
別
化
を
図
る

意
味
か
ら
も
商
品
名
や
コ
ピ
ー

に
「
国
産
」
を
表
示
し
て
い
る

の
が
通
例
だ
が
、
日
缶
協
に
よ

る
共
通
ロ
ゴ
を
加
え
る
こ
と

で
、
よ
り
目
に
付
き
や
す
く
な

り
、
信
頼
性
も
増
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
で
き
る

事
業
者
は
、
製
造
者
も
し
く
は

販
売
者
の
い
ず
れ
か
が
日
缶
協

の
会
員
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
対
象
製
品
は

「
国
内
で
販
売
さ
れ
る
製
品
」

と
し
、
魚
種
は
「
サ
バ
・
サ
ン

マ
・
イ
ワ
シ
」の
青
物
に
限
る
。

調
理
形
態
は
「
水
煮
、
油
漬
、

味
付
、
そ
の
他
調
味
液
漬
」
等

と
し
、
青
物
原
料
以
外
の
原
材

料
を
使
用
し
た
製
品
（
調
理
製

品
な
ど
）
は
対
象
外
と
な
る
。

容
器
包
装
に
つ
い
て
は
、
金

属
缶
、
ガ
ラ
ス
び
ん
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器（
レ
ト
ル
ト
食
品
）

に
利
用
で
き
る
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
利
用
は
無

料
。
同
協
会
の
会
員
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
出
す
る
専
用
バ
ナ

ー
か
ら
申
し
込
む
。

極
洋
（
東
京
都
港
区
、
井
上

誠
社
長
）
が
冠
ス
ポ
ン
サ
ー
を

務
め
る
「
２
０
２
３
カ
ヌ
ー
ス

ラ
ロ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
・

キ
ョ
ク
ヨ
ー
シ
リ
ー
ズ
」
（
主

催＝

公
益
社
団
法
人
日
本
カ
ヌ

ー
連
盟
）
の
第
２
戦
が
２５
日
、

青
森
県
西
目
屋
村
の
目
屋
渓
谷

岩
木
川
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開
催

さ
れ
る
。
入
場
無
料
、
事
前
登

録
不
要
。

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
は
国
内
選

手
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
決
め
る
大

会
。
５
月
か
ら
８
月
ま
で
４
カ

所
で
開
催
さ
れ
、
８
月
の
最
終

戦
で
ラ
ン
キ
ン
グ
が
決
ま
る
。

競
技
終
了
後
の
午
後
２
時
か

ら
、
大
会
関
係
者
、
競
技
場
来

場
者
の
希
望
者
が
競
技
コ
ー
ス

付
近
で
清
掃
活
動
「
ク
リ
ー
ン

リ
バ
ー
活
動
」
を
実
施
す
る
。

参
加
者
に
は
極
洋
の
缶
詰
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
。
小
雨
決
行
、

荒
天
は
中
止
。

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
（
東
京
都
江

東
区
、
池
見
賢
社
長
）
は
、
家

庭
用
加
工
食
品
を
８
月
１
日
納

品
分
か
ら
値
上
げ
す
る
。

原
材
料
価
格
の
上
昇
、
動
燃

料
費
・
包
装
資
材
費
・
物
流
費

の
増
加
が
続
く
中
、
生
産
コ
ス

ト
の
上
昇
分
を
吸
収
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
き
た

が
、
「
改
定
幅
を
上
回
る
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
が
続
き
、
現
行
価
格

を
改
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

説
明
し
て
い
る
。

対
象
商
品
は
缶
詰
商
品
（
サ

ケ
・
イ
ワ
シ
・
ホ
タ
テ
）、び
ん
詰

商
品
、
レ
ト
ル
ト
商
品
の
計
５６

品
。
価
格
改
定
率
は
約
８
～
２１

％
（
一
部
で
例
外
も
あ
る
）。

保
芦
將
人
氏
（
ほ
あ
し
・
ま

さ
ひ
と＝

紀
文
食
品
代
表
取
締

役
会
長
）
１１
日
、
心
不
全
の
た

め
死
去
。
８３
歳
。
葬
儀
は
近
親

者
の
み
で
執
り
行
わ
れ
る
。
お

別
れ
の
会
の
開
催
は
未
定
。

����������	

６月１９日（月）

������
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宝幸、一口サイズ「青魚」で需要拡大

レトルトの新商品

海外まき網漁業協会が総会

ドローン特集

今週の紙面

http : //www.moriya-elevator.co.jp
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「信頼と誠実」

水
産
団
体
が
重
点
要
望
、予
算
確
保
を

守谷エレベータ

決議をとりまとめ

自自自自自自自自自自自自民民民民民民民民民民民民・・・・・・・・・・・・水水水水水水水水水水水水産産産産産産産産産産産産政政政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策策策推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進協協協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会

ホームページ http : // www. suisantimes. co. jp /
Ｅ メ ー ル suisan @suisantimes. co. jp

「
国
内
で
水
揚
・
製
造
」ロ
ゴ
作
成

日
缶
協

国
産
品
の
消
費
拡
大
へ

表示例

国産をアピール

説
明
す
る
全
漁
連
の
坂
本
会
長

「
海
業
」で
漁
村
活
性
化
へ

水産庁

漁
港
利
用
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

釣
り
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
、ル
ー
ル
づ
く
り
を

家
庭
用
加
工
食

品

を
値

上

げ

製製品品のの安安心心安安全全をを

消消費費者者にに伝伝ええるる

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

令和新時代

㈱
東
京
一
番
フ
ー
ズ

岩
成

和
子
氏

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
取
締
役

カ
ヌ
ー
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

極
洋
協
賛

２５
日
青
森
で

Ｎ
Ｙ
で
持
続
可
能
性
を
訴
求

紀
文
食
品
・
保
芦

將
人
会
長
が
死
去


